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主論文要旨

序論

モロッコ近現代史の先行研究の多くは、 アラブ・ イスラームの文脈で考察され、 それらで

は国民統合の土壌として、 シャリーフ（預言者ムハンマドの血統）やバイア（臣民はスルタ

ンに忠誠を誓い、 スルタンは社会の安定を1呆証する関係） 等の王権の宗教的正統性に言及し

ている。 保護国化以前のモロッコは、 スルタンの支配が及ばないシバの地（不服従地域） が

存在し、 そこの主たる住民はモロッコ人口の過半を占めていた ベ ル ベ ル人であったが、 彼ら

を中心に据えて考察したものはほとんど見当たらない。

そこで、 本稿では ベ ル ベ ル人に着眼し、 20世紀初頭から独立に至る期間を射程として、 王

権の宗教的正統性等がその後の国民統合の歴史的土壌となっていたと言えるのかを検証する

とともに、 モロッ コ社会の変容の実情を明らかにする。

モロッコの国民統合の土壌は、 社会の変容の中で ベ ル ベ ル人の帰属意識が、 部族・ 地域か

らモロッコ全体へと変化していったことにあるのではないかということを仮説とし、 各種の

文献や資料から得られる歴史的事実等をレビュ ー して先行研究の見解に関する疑間点を検証

するとともに、 仮説の合理性を説明した。 本稿は、 ベ ル ベ ル人に着眼して考察する必要性に

ついて問題提起し、 一石を投じるものである。

第 1 章 モロッコにおけるベルベル人

モロッコでは ベ ル ベ ル人の人口比率は4 ~ 6割であり（保護領期以前は過半）、先住民では

あるが少数民族とは言えない。 16 世紀以降はアラブ人王朝となったが、民族弾圧を受けたこ

とはなかった。

文字を持たず、 方言により遠隔地部族とは意思疎通が困難であった。 部族ごとに独立した

社会で、 ベ ル ベ ル人としての同胞意識は希薄であり、 地域· 部族への帰属意識が強かった。
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